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(57)【要約】　      （修正有）【課題】絶縁性、防水性 
及び耐腐食性等の特性を持つナノ複合コート層を有する 
電池コアモジュールを提供する。
【解決手段】電池１１の金属ロール体の表面には、第１ 
の高分子防水コート層からなる第１のナノコート層が塗 
布されており、少なくとも二つのバス１２が複数の電池 
１１の両電極に設けられ、バス１２と各電池１１とが複 
数のリード線３でつながることで、複数の電池１１が直 
列に連結され、複数の電池グループ１を有する場合、各 
バス１２の間にリード線３でつながることで、各電池グ 
ループ１が並列に連結されており、バス１２及びそれに 
接続された複数の電池１１における外部に向かって露出 
した両電極には、いずれも第２の高分子コート層と第１ 
の高分子コート層とをこの順番で塗布して形成される第 
２のナノコート層が塗布されており、複数のリード線３ 
がはんだ接合された箇所に、第３の高分子コート層と第 
１の高分子コート層とをこの順番で塗布されている。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　8　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 電 池 及 び 少 な く と も 二 つ の バ ス を 有 す る 、 少 な く と も 一 つ の 電 池 グ ル ー プ と 、 少 な  
く と も 一 つ の 配 線 基 板 と 、 を 含 み 、
前 記 電 池 の 金 属 ロ ー ル 体 の 表 面 に は 、 第 １ の 高 分 子 防 水 コ ー ト 層 か ら な る 第 １ の ナ ノ コ ー  
ト 層 が 塗 布 さ れ て お り 、 少 な く と も 二 つ の 前 記 バ ス が そ れ ぞ れ 複 数 の 前 記 電 池 の 両 電 極 に  
設 け ら れ 、 前 記 バ ス と 各 前 記 電 池 と が 複 数 の リ ー ド 線 で つ な が る こ と で 、 複 数 の 前 記 電 池  
が 直 列 に 連 結 さ れ 、 複 数 の 前 記 電 池 グ ル ー プ を 有 す る 場 合 、 各 前 記 バ ス の 間 に 前 記 リ ー ド  
線 で つ な が る こ と で 、 各 前 記 電 池 グ ル ー プ が 並 列 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 バ ス 及 び そ れ に  
接 続 さ れ た 複 数 の 前 記 電 池 に お け る 外 部 に 向 か っ て 露 出 し た 両 電 極 に は 、 い ず れ も 第 ２ の  
高 分 子 コ ー ト 層 と 前 記 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第 ２ の ナ  
ノ コ ー ト 層 が 塗 布 さ れ て お り 、
前 記 配 線 基 板 に は 、 複 数 の 前 記 リ ー ド 線 で 前 記 バ ス が 接 続 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 に 、 第 １ の  
溶 液 と 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 、 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 、  
第 ２ の 溶 液 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第 ３ の ナ ノ コ ー ト 層 が 塗 布 さ れ て お り 、
複 数 の 前 記 リ ー ド 線 が 前 記 電 池 、 前 記 バ ス 及 び 前 記 配 線 基 板 に は ん だ 接 合 さ れ た 箇 所 に 、  
第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第 ４ の  
ナ ノ コ ー ト 層 が 塗 布 さ れ て い る 、 ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 高 分 子 防 水 コ ー ト 層 は 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） 樹 脂 と 、 ア ル キ ド 樹 脂 と 、 希 釈  
剤 と 、 二 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） と を 混 合 し て 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ノ 複 合 コ  
ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 高 分 子 防 水 コ ー ト 層 に お い て 、 前 記 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 が 約 １ ８ ． ３ ｗ  
ｔ ％ ～ 約 ２ ８ ． ３ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ り 、 前 記 ア ル キ ド 樹 脂 の 含 有 量 が 約 ５ ７ ． ２ ｗ ｔ ％ ～  
約 ６ ７ ． ２ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ り 、 前 記 希 釈 剤 の 含 有 量 が 約 ９ ． ２ ｗ ｔ ％ ～ 約 １ ９ ． ２ ｗ ｔ  
％ の 範 囲 で あ り 、 前 記 二 酸 化 チ タ ン の 粒 子 径 が ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ っ て そ の 含 有 量 が  
約 １ ． ３ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ． ３ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有  
す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 は 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） 樹 脂 と 、 希 釈 剤 と 、 二 酸 化 チ タ ン と  
を 混 合 し て 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル  
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 に お い て 、 前 記 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 が 約 ７ ３ ． ５ ｗ ｔ ％  
～ 約 ８ ３ ． ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ り 、 前 記 希 釈 剤 の 含 有 量 が 約 １ ４ ． ５ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ５ ． ５  
ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ り 、 前 記 二 酸 化 チ タ ン の 粒 子 径 が ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ っ て そ の 含 有  
量 が 約 １ ． ０ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ． ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ナ ノ 複 合 コ ー ト 層  
を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 と 、 シ リ カ と を 混 合 し て 形 成 さ れ る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 に お い て 、 前 記 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 が 約 ８ ４ ． ０ ｗ ｔ ％  
～ 約 ９ ４ ． ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ り 、 前 記 シ リ カ の 粒 子 径 が ０ ． １ ｎ ｍ ～ １ ０ ｎ ｍ で あ っ て  
そ の 含 有 量 が 約 １ ． ０ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ． ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ナ ノ 複 合  
コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 配 線 基 板 に お け る 素 子 に あ る 先 端 、 縁 部 又 は そ の 他 の よ り 薄 い 箇 所 に は 、 第 １ の 溶 液  
を 塗 布 し た 後 で 、 か つ 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 を 塗 布 す る 前 に 、 さ ら に 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト  
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層 を 塗 布 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル に 関 し 、 特 に ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー  
ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
周 知 の 電 池 モ ジ ュ ー ル の 外 部 に は 、 水 が 電 池 モ ジ ュ ー ル の 内 部 に 浸 透 す る こ と を 防 ぐ た め  
の 外 部 防 水 構 造 が 被 覆 さ れ て い る 。 し か し 、 前 記 防 水 構 造 が 破 損 し て 機 能 し な い と き に は  
水 が 電 池 モ ジ ュ ー ル 内 部 に 浸 透 し 、 そ の 内 部 の 電 池 及 び 配 線 基 板 の 短 絡 で 電 池 グ ル ー プ が  
壊 れ 、 さ ら に 火 事 或 い は 爆 発 を 起 こ す リ ス ク が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
し た が っ て 、 電 池 モ ジ ュ ー ル の 内 部 に お け る 素 子 の 表 面 に 絶 縁 性 や 防 水 性 と い う 機 能 を 付  
与 し 、 電 池 モ ジ ュ ー ル の 安 全 性 を 向 上 す る と と も に 、 電 池 グ ル ー プ が 酷 い 環 境 で の 使 用 寿  
命 を 延 長 で き る 、 ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐 腐 食 性 等 の 特 性 を 持 つ ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ  
ア モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 複 数 の 電 池 及 び 少 な く と も 二 つ の バ ス を 有 す る  
、 少 な く と も 一 つ の 電 池 グ ル ー プ と 、 少 な く と も 一 つ の 配 線 基 板 と 、 を 含 み 、 前 記 電 池 の  
金 属 ロ ー ル 体 の 表 面 に は 、 第 １ の 高 分 子 防 水 コ ー ト 層 か ら な る 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 が 塗 布  
さ れ て お り 、 少 な く と も 二 つ の 前 記 バ ス が そ れ ぞ れ 複 数 の 前 記 電 池 の 両 電 極 に 設 け ら れ 、  
前 記 バ ス と 各 前 記 電 池 と が 複 数 の リ ー ド 線 で つ な が る こ と で 、 複 数 の 前 記 電 池 が 直 列 に 連  
結 さ れ 、 複 数 の 前 記 電 池 グ ル ー プ を 有 す る 場 合 、 各 前 記 バ ス の 間 に 前 記 リ ー ド 線 で つ な が  
る こ と で 、 各 前 記 電 池 グ ル ー プ が 並 列 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 バ ス 及 び そ れ に 接 続 さ れ た  
複 数 の 前 記 電 池 に お け る 外 部 に 向 か っ て 露 出 し た 両 電 極 に は 、 い ず れ も 第 ２ の 高 分 子 コ ー  
ト 層 と 前 記 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層  
が 塗 布 さ れ て お り 、 前 記 配 線 基 板 に は 、 複 数 の 前 記 リ ー ド 線 で 前 記 バ ス が 接 続 さ れ 、 前 記  
配 線 基 板 に 、 第 １ の 溶 液 と 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 、 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 、 第 １ の  
高 分 子 コ ー ト 層 と 、 第 ２ の 溶 液 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第 ３ の ナ ノ コ ー ト 層 が  
塗 布 さ れ て お り 、 複 数 の 前 記 リ ー ド 線 が 前 記 電 池 、 前 記 バ ス 及 び 前 記 配 線 基 板 に は ん だ 接  
合 さ れ た 箇 所 に 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 と 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て  
形 成 さ れ る 第 ４ の ナ ノ コ ー ト 層 が 塗 布 さ れ て い る 、 ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ  
ジ ュ ー ル を 開 示 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 に よ り 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル に お け る 電 池 グ  
ル ー プ 、 配 線 基 板 及 び リ ー ド 線 が は ん だ 接 合 さ れ た 箇 所 に ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 が 塗 布 さ れ る  
こ と に よ り 、 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐 腐 食 性 を も た ら す 効 果 を 達 成 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル に お け る 電  
池 と 、 そ の コ ー ト 層 と を 示 す 模 式 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル に お け る 配  
線 基 板 と 、 そ の コ ー ト 層 と を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル に お い て リ  
ー ド 線 が 電 池 と バ ス に は ん だ 接 合 さ れ た こ と と 、 そ の コ ー ト 層 と を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル の 組 み 立 て  
方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 技 術 の 内 容 を 詳 し く 説 明 す る た め に 、 以 下 は 、 実 施 例 を 挙 げ て 図 式 に 合 わ せ て 本  
発 明 に 関 す る 構 造 の 特 徴 と 、 達 成 で き る 目 的 及 び 効 果 と を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ を 参 照 す る 。 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は 、  
少 な く と も 一 つ の 電 池 グ ル ー プ １ と 、 少 な く と も 一 つ の 配 線 基 板 ２ と 、 複 数 の リ ー ド 線 ３  
と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ と 図 ２ と を 参 照 す る 。 電 池 グ ル ー プ １ は 、 複 数 の 電 池 １ １ と 、 少 な く と も 二 つ の バ ス  
１ ２ と 、 を 含 み 、 電 池 １ １ の 金 属 ロ ー ル 体 １ ０ １ の 表 面 に は 、 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 １ １ １  
が 塗 布 さ れ て い る 。 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 １ １ １ は 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） 樹 脂 と 、 ア ル キ  
ド 樹 脂 と 、 希 釈 剤 と 、 二 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） と を 混 合 し て 形 成 さ れ る 第 １ の 高 分 子 防  
水 コ ー ト 層 ４ １ か ら な る 。 前 記 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 １ １ １ は 、 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐 腐 食  
性 等 の 特 性 を 持 つ 。 そ の 絶 縁 性 と い う 特 性 に よ り 、 複 数 の 電 池 １ １ が 互 い に 並 ん で い る 場  
合 に 、 複 数 の 電 池 １ １ の 金 属 ロ ー ル 体 １ ０ １ 同 士 が 接 触 し 合 う こ と に よ る 電 池 １ １ の 短 絡  
で 電 池 グ ル ー プ １ が 壊 れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
具 体 的 に は 、 第 １ の 高 分 子 防 水 コ ー ト 層 ４ １ に お け る ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 は 、 約 １  
８ ． ３ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ８ ． ３ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 ま た 、 ア ル キ ド 樹 脂 の 含 有 量 は 、 約 ５ ７  
． ２ ｗ ｔ ％ ～ 約 ６ ７ ． ２ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 希 釈 剤 の 含 有 量 は 、 約 ９ ． ２ ｗ ｔ ％ ～ 約 １  
９ ． ２ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 二 酸 化 チ タ ン の 粒 子 径 は ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ っ て そ の 含  
有 量 は 約 １ ． ３ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ． ３ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
少 な く と も 二 つ の バ ス １ ２ の そ れ ぞ れ は 複 数 の 電 池 １ １ の 両 電 極 １ ０ ２ に 設 け ら れ 、 ま た  
、 各 電 池 １ １ と バ ス １ ２ と が 複 数 の リ ー ド 線 ３ で つ な が り 、 こ れ に よ り 、 複 数 の 電 池 １ １  
が 直 列 に 連 結 さ れ る 。 複 数 の 電 池 グ ル ー プ １ を 有 す る 場 合 、 そ れ ぞ れ の バ ス １ ２ の 間 は リ  
ー ド 線 ３ で つ な が り 、 こ れ に よ り 、 各 電 池 グ ル ー プ １ が 並 列 に 連 結 さ れ る 。 バ ス １ ２ と 、  
そ れ に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 池 １ １ に お け る 外 部 に 露 出 し た 両 電 極 １ ０ ２ に は 、 い ず れ も 第  
２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る  
第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２ １ が 塗 布 さ れ て い る 。 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ は 、 ポ リ ウ レ タ  
ン （ Ｐ Ｕ ） 樹 脂 、 希 釈 剤 及 び 二 酸 化 チ タ ン を 混 合 し て 形 成 さ れ 、 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐 腐  
食 性 等 の 特 性 を 持 つ 。 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２ １ は 、 バ ス １ ２ の 外 表 面 と 、 そ れ に 接 続 さ  
れ た 複 数 の 電 池 １ １ に お け る 外 部 に 向 か っ て 露 出 し た 両 電 極 １ ０ ２ と に 絶 縁 性 、 防 水 性 及  
び 耐 腐 食 性 を も た ら す 機 能 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
具 体 的 に は 、 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ に お け る ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 は 、 約 ７ ３ ．  
５ ｗ ｔ ％ ～ 約 ８ ３ ． ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 希 釈 剤 の 含 有 量 は 、 約 １ ４ ． ５ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２  
５ ． ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 二 酸 化 チ タ ン の 粒 子 径 は ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ っ て そ の 含  
有 量 は 約 １ ． ０ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ． ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
電 池 グ ル ー プ １ が 水 に 浸 入 し た 場 合 、 複 数 の 電 池 １ １ の 金 属 ロ ー ル 体 １ ０ １ に 塗 布 さ れ て  
い る 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 １ １ １ と 、 バ ス １ ２ の 外 表 面 と そ れ に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 池 １ １  
に お け る 外 部 に 向 か っ て 露 出 し た 両 電 極 １ ０ ２ に 塗 布 さ れ て い る 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２  
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１ は 、 い ず れ も 防 水 性 の 機 能 を 持 つ の で 、 電 池 グ ル ー プ １ が 水 の 中 で も 正 常 に 使 用 で き る  
。 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 １ １ １ と 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２ １ と も 、 耐 腐 食 性 の 機 能 を 有 し 、  
た と え 電 池 グ ル ー プ １ に お け る 電 池 １ １ が 破 損 し て 腐 食 性 の あ る 電 池 液 が 外 部 に 漏 れ て 周  
り の 電 池 １ １ に 付 い た 場 合 と し て も 、 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層 １ １ １ と 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １  
２ １ と が 耐 腐 食 性 と い う 特 性 を 持 つ た め 、 周 り の 電 池 １ １ が 比 較 的 に 電 池 液 に 腐 食 さ れ に  
く く 、 こ れ に よ り 、 そ の 周 り に あ る 電 池 １ １ を 腐 食 か ら 保 護 で き 、 さ ら に 他 の 電 池 １ １ が  
壊 れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と の 特 性 が 同 じ で あ る が  
、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ の 流 動 性 が 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ よ り 高 い の で 、 第 ２ の  
高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ の 黏 度 は 、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ よ り 大 き い 。 第 ２ の ナ ノ コ ー ト  
層 １ ２ １ を 塗 布 す る 時 に は 、 ま ず 電 池 １ １ の 金 属 ロ ー ル 体 １ ０ １ の 表 面 に 付 着 さ せ る よ う  
に 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ を 塗 布 す る 。 材 料 の 性 質 に よ っ て 、 塗 布 さ れ た 第 ２ の 高 分 子  
コ ー ト 層 ４ ２ の 縁 部 或 い は 表 面 に は 、 複 数 の ボ イ ド 、 ス リ ッ ト 及 び 他 の 構 造 が 存 在 す る こ  
と が あ る 。 こ の 場 合 、 流 動 性 が よ り 高 い 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ を 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト  
層 ４ ２ に 塗 布 す る こ と に よ っ て 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と 互 い に 浸 透 で き 、 且 つ 第 １ の  
高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と が 二 つ の 層 に 分 離 し な い 可 能 性 も あ る  
。 こ れ に よ り 、 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２ １ で 、 塗 布 さ れ た と こ ろ を 完 全 に 被 覆 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ を 参 照 す る 。 配 線 基 板 ２ に は 、 複 数 の リ ー ド 線 ３ を 介 し て バ ス １ ２ が 接 続 さ れ て い る  
。 配 線 基 板 ２ に は 、 第 １ の 溶 液 と 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３ と 、 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層  
４ ２ と 、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と 、 第 ２ の 溶 液 と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第  
３ の ナ ノ コ ー ト 層 ２ １ が 塗 布 さ れ て い る 。 第 １ の 溶 液 は 、 粒 子 径 が ５ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で  
あ る 金 属 酸 化 物 の ナ ノ 粒 子 を 含 み 、 第 ２ の 溶 液 は 、 粒 子 径 が ０ ． １ ｎ ｍ ～ １ ０ ｎ ｍ で あ る  
シ リ カ （ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） の ナ ノ 粒 子 を 含 む 。 第 １ の 溶 液 に お け る 金 属 酸 化 物 の ナ ノ 粒 子 は 純 水  
に 分 散 し 、 そ の 含 有 量 は 約 ０ ． ４ ｗ ｔ ％ ～ 約 ０ ． ８ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 第 ２ の 溶 液 に お  
け る シ リ カ ナ ノ 粒 子 は 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル （ 約 ９ ８ ． ５ ～ ９ ９ ． ５ ｗ ｔ ％ ） に 分 散 し 、 そ  
の 含 有 量 は 約 ０ ． ５ ｗ ｔ ％ ～ 約 １ ． ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
配 線 基 板 ２ に お け る 素 子 に あ る 先 端 、 縁 部 又 は そ の 他 の よ り 薄 い 箇 所 ２ ０ １ で は 、 接 触 面  
積 が 小 さ い の で 、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と が 付 着 し に く  
く 、 こ の 場 合 、 予 め 点 塗 り に よ っ て ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 と 、 シ リ カ ナ ノ 粒 子 と を 混 合 し て 形  
成 さ れ る 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３ を 塗 布 す る 。 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３ を 第 １ の 高 分  
子 コ ー ト 層 ４ １ と 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と 比 較 す る と 、 同 様 に 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐  
腐 食 性 と い う 特 性 を 持 つ が 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３ の 黏 度 は 、 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層  
４ ２ よ り 高 い 。 第 １ の 溶 液 を 配 線 基 板 ２ に 塗 布 し た 後 、 配 線 基 板 ２ に お け る 素 子 に あ る 先  
端 、 縁 部 又 は そ の 他 の よ り 薄 い 箇 所 ２ ０ １ に 、 ま ず 黏 度 が 高 い 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３  
を 塗 布 し て か ら 、 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ２ と 、 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と 、 第 ２ の 溶  
液 と を こ の 順 番 で 塗 布 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
具 体 的 に は 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３ に お け る ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 は 、 約 ８ ４ ．  
０ ｗ ｔ ％ ～ 約 ９ ４ ． ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。 シ リ カ の 粒 子 径 が ０ ． １ ｎ ｍ ～ １ ０ ｎ ｍ で あ  
っ て そ の 含 有 量 は 約 １ ． ０ ｗ ｔ ％ ～ 約 ２ ． ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ を 参 照 す る 。 複 数 の リ ー ド 線 ３ が 電 池 １ １ 、 バ ス １ ２ 及 び 配 線 基 板 ２ に は ん だ 接 合 さ  
れ た こ と に よ り 、 電 池 グ ル ー プ １ と 配 線 基 板 ２ が つ な が る 。 リ ー ド 線 ３ が 電 池 １ １ 、 バ ス  
１ ２ 及 び 配 線 基 板 ２ に は ん だ 接 合 さ れ た 箇 所 に は 、 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ ３ と 、 第 １ の  
高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ と を こ の 順 番 で 塗 布 し て 形 成 さ れ る 第 ４ の ナ ノ コ ー ト 層 ３ １ が 塗 布 さ  
れ て い る 。 第 ４ の ナ ノ コ ー ト 層 ３ １ は 、 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐 腐 食 性 な ど の 特 性 を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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図 ５ を 参 照 す る 。 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は 、  
以 下 の ス テ ッ プ に 従 っ て コ ー ト 層 の 塗 布 及 び 設 置 を 行 う 。
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ： 各 電 池 １ １ の 金 属 ロ ー ル 体 １ ０ １ に 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層 ４ １ を 塗 布  
す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ２ ： 複 数 の 電 池 １ １ を 並 ん で 少 な く と も 一 つ の 電 池 グ ル ー プ １ を 形 成 す る  
。
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ３ ： バ ス １ ２ を 各 電 池 グ ル ー プ １ に お い て 複 数 の 電 池 １ １ の 両 電 極 １ ０ ２  
に 設 置 し 、 こ の 段 階 で 、 バ ス １ ２ と 電 池 １ １ の 両 電 極 １ ０ ２ と は 接 触 し て い な い 。
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ ： 複 数 の リ ー ド 線 ３ を 複 数 の 電 池 １ １ と バ ス １ ２ と に は ん だ 接 合 す る 。  
こ こ で 、 超 音 波 は ん だ 接 合 装 置 で 複 数 の リ ー ド 線 ３ を 複 数 の 電 池 １ １ 及 び バ ス １ ２ に は ん  
だ 接 合 す る こ と に よ っ て 電 池 グ ル ー プ １ に お け る す べ て の 電 池 １ １ を 直 列 に 連 結 す る 。 そ  
し て 、 複 数 の 電 池 グ ル ー プ １ を 有 す る 場 合 、 バ ス １ ２ の 間 が リ ー ド 線 ３ で つ な が る こ と に  
よ っ て 複 数 の バ ス を 並 列 に 連 結 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ ： 電 池 グ ル ー プ １ の 上 側 と 下 側 と に 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２ １ を 塗 布 す  
る 。 こ の ス テ ッ プ で 、 バ ス １ ２ と そ れ に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 池 １ １ に お け る 外 部 に 向 か っ  
て 露 出 し た 両 電 極 １ ０ ２ に は 、 い ず れ も 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層 １ ２ １ を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ を 行 う と と も に 、 配 線 基 板 ２ を テ ス ト す る た め の ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ を 行  
う 。 こ の ス テ ッ プ で 、 配 線 基 板 ２ に お け る 各 素 子 の 作 動 状 況 を 確 認 す る 。 正 常 に 作 動 す る  
場 合 、 次 の ス テ ッ プ に 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ２ ： 配 線 基 板 ２ に 第 ３ の ナ ノ コ ー ト 層 ２ １ を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ と ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ２ と を 行 っ た 後 、 配 線 基 板 ２ と 電 池 グ ル ー プ １ の バ ス  
１ ２ と を リ ー ド 線 ３ で つ な ぐ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ １ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 リ ー ド 線 ３ で 電 池 グ  
ル ー プ １ と 配 線 基 板 ２ と を 連 通 し て 電 池 グ ル ー プ １ か ら 電 力 を 配 線 基 板 ２ に 伝 送 し 、 そ の  
電 力 を 配 線 基 板 ２ の 使 用 に 供 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ２ ： 充 電 テ ス ト と 放 電 テ ス ト と を す る 。 こ の ス テ ッ プ で 、 電 池 グ ル ー プ １  
の 充 電 及 び 放 電 の 機 能 を テ ス ト す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ３ ： は ん だ 接 合 さ れ た 箇 所 に 第 ４ の ナ ノ コ ー ト 層 ３ １ を 塗 布 す る 。 こ の ス  
テ ッ プ で 、 リ ー ド 線 ３ が バ ス １ ２ 及 び 配 線 基 板 ２ に は ん だ 接 合 さ れ た 箇 所 に 第 ４ の ナ ノ コ  
ー ト 層 ３ １ を 塗 布 す る 。 こ こ ま で 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ  
ュ ー ル １ ０ ０ が 完 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 に よ り 、 本 発 明 に 係 る ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ に お け る  
電 池 グ ル ー プ １ 、 配 線 基 板 ２ 及 び リ ー ド 線 ３ が は ん だ 接 合 さ れ た 箇 所 に ナ ノ 複 合 コ ー ト 層  
を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 絶 縁 性 、 防 水 性 及 び 耐 腐 食 性 な ど の 効 果 を も た ら す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ ０ ： ナ ノ 複 合 コ ー ト 層 を 有 す る 電 池 コ ア モ ジ ュ ー ル
１ ： 電 池 グ ル ー プ
１ １ ： 電 池
１ ０ １ ： 金 属 ロ ー ル 体
１ ０ ２ ： 両 電 極
１ １ １ ： 第 １ の ナ ノ コ ー ト 層
１ ２ ： バ ス
１ ２ １ ： 第 ２ の ナ ノ コ ー ト 層
２ ： 配 線 基 板
２ ０ １ ： 素 子 に あ る 先 端 、 縁 部 又 は そ の 他 の よ り 薄 い 箇 所
２ １ ： 第 ３ の ナ ノ コ ー ト 層
３ ： リ ー ド 線
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３ １ ： 第 ４ の ナ ノ コ ー ト 層
４ １ ： 第 １ の 高 分 子 コ ー ト 層
４ ２ ： 第 ２ の 高 分 子 コ ー ト 層
４ ３ ： 第 ３ の 高 分 子 コ ー ト 層
Ｓ ５ ０ １ ～ Ｓ ５ ０ ５ ： ス テ ッ プ
Ｓ ６ ０ １ ～ Ｓ ６ ０ ２ ： ス テ ッ プ
Ｓ ７ ０ １ ～ Ｓ ７ ０ ３ ： ス テ ッ プ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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